
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日付や名前―プリントを授業の都度、配付す

ると、整理できない生徒が多いので、必ず記

入させる。 

考えよう―この単元で考えてほしい基本的な

課題。ワークシート最終頁にまとめとして JSL
生徒が理解できたことをまとめる欄が設けて

ある。→「はじめに 0-1 歴史総合について」4
頁「（3）-1.授業蓉教材-「3.1ワークシート」③
参照 

【1】世界恐慌を学ぶための前提知識の補充
として入れる。→「歴Ⅴ-1.学ぶにあたって」1
頁参照 
 

下線つきの漢字（例：輸出）―歴Ⅴ-5 漢字テスト」に出題する語句であることを示す。JSL 生徒が学習する日本

語教科書では学ばないが、社会科では基本用語である語を対象とする。漢字単独で覚えるより、意味のある文脈

とともに覚える方が効果的。→「はじめに 0-1 歴史総合について」5 頁（4）「5.漢字テスト」参照  小テスト実施

のタイミングも（4）「5.漢字テスト」参照 

（ヨーロッパ） （    ）内に波線の下線があ

るのは、地名を示す。生徒には、解答のヒントと

なる。 

囲み線（例：赤字）―「6.1 重要語句説明」

「6.2 確認テスト」の対象となっていることを

意味する。 

接続詞（例：だから、それでも等）―この単元

では、文と文との関係（理由、逆接等）をわか

りやすくするために入れてみた。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本は、1920 年からすでに…―「歴

Ⅴ-1.学ぶにあたって」1 頁に昭和恐慌
の解説が、また、「歴Ⅴ-4.1/4.2 資料を

読み取ろう」に昭和恐慌の資料がある。 

基礎知識：株ってなに？―「歴Ⅴ-1.学
ぶにあたって」1 頁「1.世界恐慌を学ぶ
ための前提知識の補充」に公民的分野

との関連の説明あり。 

世界恐慌の始まり 
「歴Ⅴ-2.テキスト」に「5-1.1世界恐慌の始まり」がある。 
テキストの内容理解を確認するために「歴Ⅴ-2.2/2.3予習プリント」がある。 
その確認問題は以下のとおり。 
1.1920年代、どこの国が世界の経済の中心でしたか。 
2.ニューヨーク株式市場で、株価が暴落したのは、何年でしたか。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【5】各国の恐慌対策 
「歴Ⅴ-2.1.テキスト」に「5-1.2各国の世界恐慌の対策」がある。 
テキストの内容理解確認用の「歴Ⅴ-2.2/2.3予習プリント」の 
確認問題は以下のとおり。 
3.アメリカのローズベルト大統領が行った不況対策を何と呼びますか。 
4.自国の産業を優先して、輸入品にかける税金を何と言いますか。 
5.大不況のとき、植民地をたくさん持っていた国、イギリス、フランスが 
とった対策を何と言いますか。 

6.資源も植民地も少ないし、経済も強くない国は、世界恐慌にいい対策が 
  とれませんでした。こういう状況だった国を 3つ書きなさい。 
7.世界供応の影響を受けないで、経済の成長が続いた国は、どこですか。 

 

↑このマークは、生徒同士で少し話し合って

答えを引き出すとよいことを意味している。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★資料を読み取ろう 
「歴Ⅴ-4.1/42.資料を読み取ろう」の教材が用意されている。日本史の知識補
充の役割も果たす。グラフや図から日本の昭和恐慌の状況を読み取ることがで

きるようになっている。 
「歴Ⅴ-1.学ぶにあたって」1頁に昭和恐慌の解説がある。 
 

冒頭の「考えよう」の問いの模範解答 

「5-1 世界恐慌」のまとめとして、理解し

た内容を生徒が書き込む。 

「0-1歴史総合について」4頁「（3）-1

授業蓉教材―「3.1 ワークシート」…③

に使い方の説明がある。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

日付や名前―プリントを授業の都度、配付す

ると、整理できない生徒が多いので、必ず記

入させる。 

考えよう―この単元で考えてほしい基本的な

課題。ワークシート最終頁にまとめとして JSL
生徒が理解できたことをまとめる欄が設けて

ある。→「はじめに 0-1 歴史総合について」4
頁「（3）-1.授業蓉教材-「3.1ワークシート」③
参照 

ファシズム 
「歴Ⅴ-2.1テキスト」に「5-2.ファシズム」がある。 
テキストの内容理解を確認するために「歴Ⅴ-2.2/2.3予習プリント」がある。 
その確認問題は以下のとおり。 
8．次の①～⑥の特徴をもつ政治体制を何と呼ぶか、答えを書きなさい。 
 

ファシズムの扱い―この単元は、生徒への配慮が必要となる 
生徒の出身国が多様であることから、注意深くなることが必要な単元。生徒の出身国を取り上げて批判する

ようなことがないようにしたい。生徒たちは、たまたまその国に生まれ育っただけなので、個人に国を背負わせな

いように配慮してほしい。 
「歴Ⅴ-1学ぶにあたって」1頁「3.ファシズム」の扱い」を参照のこと。 

 

↑このマークは、生徒同士で少し話し合って

答えを引き出すとよいことを意味している。 

①反共産主義 

丸付き数字（①～⑥）と網掛けの語は、 

ファシズムの特徴を表すことば 

ムッソリーニ 

青字は、人名であることを示す。 

生徒は、人名か地名か、区別がつきにくい

ため、ワークシートでは、人名を青字にし

た。

囲み線（例：赤字）―「重要語句説明」

「確認テスト」の対象となっていることを

意味する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①反共産主義 

丸付き数字（①～⑥）と網掛けの語は、 

ファシズムの特徴を表すことば。 

②③が下になっているのは、イタリアの記

述と合わせるため。 

パレスチナ問題 
「歴Ⅴ-3.2パレスチナ問題」「歴Ⅴ-3.2.2パレスチナ問題_答え入り」にワークシートが
用意されている。ユダヤ人の歴史、特に 19 世紀から 20 世紀の動きがイラストで提示
されている。 
作成意図については、「歴Ⅴ-1学ぶにあたって」2頁「4.パレスチナ問題についての補
充ワークシート」を参照のこと。 



 
 

★資料を読み取ろう「ファシズムあなたはどうする？」 
「歴Ⅴ-4.1/42.資料を読み取ろう」の教材が用意されている。ファシズムの時代
にもし、自分がいたらどうするか、という視点から作られている。 
日本史の知識補充の役割も果たす。グラフや図から日本の昭和恐慌の状況を

読み取ることができるようになっている。 
「歴Ⅴ-1.学ぶにあたって」「3.ファシズムの扱い」の 2頁に授業での使用方法の
説明がある。。 
 

冒頭の「考えよう」の問いの模範解答 

「5-1 世界恐慌」のまとめとして、理解し

た内容を生徒が書き込む。 

「0-1歴史総合について」4頁「（3）-1

授業蓉教材―「3.1 ワークシート」…③

に使い方の説明がある。 


